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役員・職員人事

事　務　局　だ　よ　り

【第三者委員】
　小　西　弘　蔵　　　0187-84-0025
　渋　谷　あさ子　　　0187-82-1952　
　佐　野　厚　子　　　0182-26-2035（新任）

【職員人事】
◆職員の退職
　高橋　孝志（平成30年5月31日付）サンワーク六郷
　高橋　莉理（平成30年7月31日付）サンあんぐる

おしらせ

　７月２０日（金）第１回運営協議会が開催されました。この協議会は法人の経営並びに障害福祉サー
ビス事業の適正な運営を図るために、地域の利用者、関係者からサービスの動向や意見等、事業推進
や活動の充実を図ることを目的に年に２回開催いたします。昨年度から開催している運営協議会です
が、委員の方からの意見がたくさん届けられ貴重な地域からの声となっております。	

　 7月19 日(木)北
上市和賀東地区民
生児童委員協議会
様１７名が法人の
視察に見えられま
した。　木曜日の
午後は事業所から歌の好き
な利用者さんが集まっての
合唱クラブの日。視察に来
られた民生委員の方にたく
さんの歌を披露しました。

　 7月26日(木)初任者研修「考えよう利用者の権
利」を開催しました。
　グループワークの中で、利用者の権利がどの
ように業務・支援として繋がっているかを考え
ました。権利を叶えてあげることができるのも
職員、また侵害しやすい立場にあるのも職員で
あることを改めて考える機会となりました。

◆第１回運営協議会

◆北上市から視察 ◆職員初任者研修平成 30年 9月発行　No.４０
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◆職員の採用
　佐藤このみ（平成30年5月21日付）美郷パン工房
　高階　桃華（平成30年5月21日付）美郷パン工房
　藤谷　優希（平成30年6月 1 日付）サンワーク六郷
　井上真理子（平成30年7月 1 日付）　サンワークの家
　後藤　文子（平成30年8月 1 日付））ウッディいのおか
　皆方　智子（平成30年8月 1 日付））ウッディいのおか

　この度は、ウッディいのおかでのボランティア活動の機会を与えて頂きま
して、誠にありがとうございました。緊張のあまりに至らなかった点ばかり
の私にサービス管理責任者の粕谷様はじめ、職員の皆様から温かくご指導頂
きましたことを心より御礼申し上げます。
　今回ボランティア活動へ参加させて頂いた動機に至りましては、来年の３月頃から就職活動が控えて
おりますが、未だに将来の進路先が明確に決まっておりません。そこで、大学の長期休暇を利用し、多
くの企業へ体験学習することで、自分が希望する職種がみつかるのではと考えました。また、平成２８
年３月に秋田県立六郷高等学校福祉科を卒業しており、介護福祉士資格を取得しておりますが、大学入
学後に福祉と接する機会が薄くなっておりました。せっかく取得した資格を活かすためにも、今回ボラ
ンティア活動の機会を頂いたことに大変感謝しております。
　ウッディいのおか、サービス管理責任者の粕谷様は同じ六郷高等学校福祉科の卒業生で社会人の一人
（先輩）として輝いている姿を拝見し自分との差を感じると共に、今後の課題を見つけることができま
した。
　私は、大学を卒業したら、秋田県の労働者の一人として地域社会へ貢献する事を第一に考えておりま
す。今回のボランティア活動は就職活動へ向けての一歩踏み出すことができた貴重な体験だったと思っ
ております。社会福祉法人慈泉会様には大変感謝しておりますし、受入れて頂いたウッディいのおかの
皆様には大変お世話になりました。是非ともまた長期休暇を利用してボランティア活動ができればと考
えており、その時が来ることを心より楽しみにしております。
　末筆ながら、貴社のますますのご発展をお祈り申し上げます。

ボランティア活動を終えて（平成30年８月６日～８月10日）
ノースアジア大学法学部観光学科３年　小田嶋  穂 波



　

平
成
30
年
６
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
秋
田

支
部
の
横
岡
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
車
に

乗
る
時
の

シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
重
要
性

に
つ
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て
の

講
習
と
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
衝

撃
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験
を
実
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い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

日
頃
、
送

迎
の
み
な
ら

ず
、
活
動
で

も
必
要
不
可

欠
の
車
。
安

心
・
安
全
の

た
め
、
利
用

者
・
職
員
と

も
に
交
通
安

全
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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平
成
30
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６
月
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日
（
土
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横
手
市

の
秋
田
ふ
る
さ
と
村
に
て
、
初
夏
の
パ

ン
祭
り
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
客
様
が
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
り
、

●
初
夏
の
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ン
祭
り

　

平
成
30
年
７
月
11
日
就
職
を
目
指
す

訓
練
生
を
対
象
に
、
県
南
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
様
を
お
招
き
し
、
清
掃
の
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

ほ
う
き
の
か
け
方
や
ち
り
と
り
の
使

い
方
な
ど
、
細
か
い
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
訓
練
で
も
練
習
を
重
ね
、
清
掃
の
ス

キ
ル
を
上
達
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

●
清
掃
指
導
研
修
会

　

サ
ン
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ー
ク
ネ
ッ
ト
横
手
か
ら
、
６

名
の
方
の
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
就

職
報
告
会
で
は
、「
仕
事
に
早
く
慣
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
、
嬉
し
そ

う
な
表
情
で
抱
負
を
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。
中
に
は
、
大
変
だ
っ
た
訓
練
や

今
ま
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
涙
を

流
す
訓
練
生
も
い
ま
し
た
。
成
長
し
た

自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、
毎
日
の
お
仕

事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
!!

★
就
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・
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11
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付
け

　
　

製
造
関
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製
造
業
務
２
名
）

・
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成
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６
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日
付
け
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掃
・
介
護
補
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務
１
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・
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成
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７
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付
け

　
　

食
品
関
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（
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搬
・
仕
分
け
業
務
１
名
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・
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成
30
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７
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26
日
付
け

　
　

食
品
関
係  

（
食
品
梱
包
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務
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・
平
成
30
年
８
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日
付
け

　
　

農
業
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農
作
業
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務
１
名
）

見
事
に
完
売
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お
会
計
も
緊
張
し
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し

た
が
、
み
ん
な
で
協
力
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て
販
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す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



　

６
月
29
日
（
金
）

大
仙
市
せ
ん
ぼ
く
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、大
仙
市
、

美
郷
町
地
区
の
障
害

者
雇
用
に
携
わ
る
関

係
機
関
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
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ク
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、
当
該
地
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で
障

害
者
雇
用
を
実
施
さ

れ
て
い
る
事
業
所
様

や
職
場
実
習
を
お
引

き
受
け
い
た
だ
い
た

事
業
所
様
を
は
じ

め
、
就
労
系
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

相
談
支
援
事
業
所
、

行
政
担
当
者
、
秋

田
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
と
、
そ

れ
ぞ
れ
個
々
の
連
携
は
あ
る
も

の
の
、
関
係
機
関
が
一
堂
に
介

し
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
有
意
義
な
連
絡
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
８
社
の
事
業
所
様

か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、
実
習

や
雇
用
を
通
し
て
み
え
て
き
た

課
題
や
、
成
功
例
、
支
援
者
に

求
め
た
い
こ
と
等
幅
広
く
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲
の
猪
本

英
亮
就
職
指
導
官
よ
り
、「
今
年

度
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
が
っ

た
背
景
に
は
、
精
神
障
害
者
の

方
の
就
職
、
求
職
の
実
績
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
地
域

に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら

れ
る
。」
と
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

初
め
て
障
害
者
雇
用
に
取
り

組
ま
れ
た
美
郷
町
の
光
学
機
械

器
具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
の
株
式

会
社
斉
藤
光
学
製
作
所
社
長
室

齊
藤
大
樹
様
よ
り
「
自
社
で
ろ

過
設
備
の
管
理
業
務
で
実
際
に

作
業
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
作

業
面
で
は
問
題
な
い
と
判
断
し

た
。
現
在
は
担
当
部
署
で
十
分

に
成
果
を
だ
し
て
く
れ
て
い

る
。」
と
送
り
出
し
の
支
援
機
関

に
と
っ
て
、
大
変
う
れ
し
い
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
金
谷
商
事

株
式
会
社
大
曲
エ
ン
パ
イ
ヤ
ホ

テ
ル
取
締
役
総
務
部
長
髙
井
和

幸
様
か
ら
は
、「
会
社
で
確
認
し

に
く
い
、
本
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
時
間
の
過
ご
し
方
に
不
安

を
感
じ
る
時
が
あ
る
。
支
援
機

関
の
フ
ォ
ロ
ー
で
不
安
定
な
事
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＊地域の皆さんのご協力で、44,693,000円の収入がありました。    
  各事業所毎の給料は次の通りです。    

流動資産   
   
固定資産   
 基本財産  
 その他の固定資産   
   
   
   
   
   
   
   
資産の部合計

   

254,932,523

756,368,071
641,130,082
115,237,989

1,011,300,594

 

資　産　の　部

勘　定　科　目 決　　算　　額 勘　定　科　目 決　　算　　額

生活介護

生活介護　年2回

就労継続Ｂ型

生活介護　年2回

就労継続Ｂ型

生活介護

就労継続Ｂ型

 
事   業   所   名 29年度平均工賃（一人あたりの月額）事  業  種  別

流動負債   
   
固定負債   
   
負債の部合計 

基本金   
国庫補助金等特別積立金   
その他の積立金    
次期繰越活動増減差額   
うち当期活動増減差額    
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計 

34,549,088

12,233,878

46,782,966

1,000,000
178,226,181
40,200,000
745,091,447
91,370,475
964,517,628

負　債　の　部

純　資　産　の　部

サンワーク六郷

就労支援会計

サンあんぐる   

もくもく道場   

サンワーク大曲   

ウッディいのおか   

44,693,025
411,524,975
44,061,834

0
56,315

8,563,608
508,899,757
241,342,442
70,824,416
49,098,039
33,778,029
194,742

395,237,668
113,662,089
2,935,000
100,000
3,035,000
39,794,880
26,136,000
65,930,880

△ 62,895,880
0
0

2,641,374
2,641,374

△ 2,641,374
0

48,124,835

172,258,600
220,383,435

就労支援事業収入   
障害福祉サービス等事業収入   
その他の事業収入   
運営費収入   
受取利息配当金収入   
その他の収入   
  
人件費支出   
事業費支出   
事務費支出   
就労支援事業支出
その他の支出   
   
   
施設設備等補助金収入
固定資産売却収入   
  
固定資産取得支出
その他の施設整備等による支出   

   
積立資産取崩収入   
   
積立資産支出   
   
   

44,693,025
411,524,975
44,061,834

786,284
501,066,118
243,983,816
70,824,416
49,098,039
33,778,029

32,221,281
△ 12,082,855

417,822,726
83,243,392

56,315
7,777,324
7,833,639

194,742
7,638,897
90,882,289
2,935,000
100,000
3,035,000
2,546,814
2,546,814
488,186

91,370,475

91,370,475
653,720,972
745,091,447

745,091,447

就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の事業収益
運営費収益
経常経費寄附金収益
その他の収益

人件費   
事業費   
事務費   
就労支援事業費用   
利用者負担軽減額   
減価償却費   
国庫補助金等特別積立金取崩額   
徴収不能額   
その他の費用   

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益

支払利息

施設設備等補助金収益 
固定資産売却益

固定資産売却損・処分損

5,828円

3,168円

5,468円

5,380円

23,356円

3,009円

10,116円

■わたしたち、これだけ働きました！！

収入

支出

当期収支差額 就労支援事業

就 労 支 援
事 業 支 出

就労支援事業

就労支援事業
利用者給料

44,693,025 

 33,778,029 

11,023,198

10,914,996 

 

1,011,300,594

サービス活動収益計（1）

サービス活動費用計（2）
サービス活動増減差額（3）＝（1）-（2）

サービス活動外収益計（4）

サービス活動外費用計（5）
サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5）

経常増減差額（7）＝（3）+（6）

特別収益計（8）

特別費用計（9）
特別増減差額（10）＝（8）-（9）

税引前当期活動増減差額（11）＝（7）+（10）
法人税、住民税及び事業税（12）

法人税等調整額（13）
当期活動増減差額（14）＝（11）-（12）-（13）

前期繰越活動増減差額（15）
当期末繰越活動増減差額（16）＝（14）+（15）

基本金取崩額（17）
その他の積立金取崩額（18）
その他の積立金積立額（19）

次期繰越活動増減差額（20）＝（16）+（17）+（18）-（19）

事業活動収入計（1）

事業活動支出計（2）
事業活動資金収支差額（3）＝（1）-（2）

施設整備等収入計（4）

施設整備等支出計（5）
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）-（5）

その他の活動収入計（7）

その他の活動支出計（8）
その他の活動資金収支差額（9）＝（7）-（8）

予備費支出（10）
当期資金収支差額合計（11）＝（3）+（6）+（9）-（10）

   
前期末支払資金残高（12）

当期末支払資金残高（11）+（12）

■貸 借 対 照 表（平成30年3月31日現在） 単位：円単位：円

■資金収支計算書
　（自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日 単位：円

■事業活動計算書
　（自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日 単位：円

平成29年度 決 算 報 告

単位：円

案
が
起
き
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。」
と
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
限
会
社
鷹
揚
館

川
口
整
骨
院
お
う
よ
う
か
ん
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
管
理
者
戸
堀
隆

様
か
ら
は
、「
障
害
特
性
に
よ
っ

て
は
、
あ
い
ま
い
な
指
示
出
し

で
本
人
が
困
る
こ
と
も
あ
る
。

指
示
の
出
し
方
を
工
夫
す
る
よ

　

平
成
30
年
７
月
27
日
（
金
）

就
労
移
行
支
援
事
業
所
・
定
着

支
援
事
業
所
連
絡
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

県
南
地
区
の
就
労
移
行
支
援

事
業
所
の
担
当
者
が
１
１
名
が

集
ま
り
、
情
報
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

テ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
の
勝
田
様
よ
り
「
一

般
企
業
へ
の
就
職
者
を
送
り
出

し
た
い
と
思
う
が
、
す
ぐ
に
送

り
出
せ
る
人
材
が
い
な
い
。」
と

送
り
出
し
の
難
し
さ
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

グ
リ
ー
ン
の
小
松
田
様
よ
り
「
精

神
障
害
者
の
受
け
入
れ
が
主
で

あ
る
た
め
、
体
調
不
良
に
よ
り

通
所
の
継
続
が
難
し
い
、
体
調

の
安
定
が
難
し
い
。」
と
い
っ
た

大仙・美郷地区障害者就労支援関係者連絡会を開催
平成30年度

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
一
般
就
労
に
結
び

つ
け
る
ま
で
の
関
係
機
関
と
の

関
わ
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

生
活
面
で
の
支
援
が
多
く
就
職

後
も
定
期
的
な
面
談
に
よ
っ
て

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、

企
業
が
求
め
る
人
材
が
い
な
い

現
状
な
ど
の
声
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
南
地
域
の
障
害
者
・

就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
秋

田
県
南
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
嵯
峨
様
よ
り
「
就

職
後
の
支
援
や
相
談
に
つ
い
て
、

今
ま
で
関
わ
っ
て
き
て
い
た
だ

い
た
就
労
移
行
支
援
事
業
所
と

一
緒
に
支
援
を
行
こ
と
で
安
定

し
た
就
労
に
つ
な
が
る
。」
と
実

際
の
支
援
か
ら
見
え
る
現
状
に

就
労
移
行
支
援
事
業
所
・

          

定
着
支
援
事
業
所
連
絡
会
を
開
催

う
に
職
員
同
志
で
申
し
合
わ
せ
て

い
る
。」
と
現
場
で
の
作
業
指
導

の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
雇
用
の
実
践
に
は
不
安

も
多
く
、
決
し
て
容
易
い
こ
と
で

は
な
い
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
事
業

所
様
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
導

入
期
か
ら
安
定
し
た
就
労
継
続
ま

で
の
フ
ォ
ロ
ー
を
送
り
出
し
の
機

関
が
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
、
そ

の
時
々
の
課
題
に
マ
ッ
チ
し
た
支

援
機
関
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
更

に
障
害
の
あ
る
方
の
働
く
場
面
が

増
え
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
、

今
後
も
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
と
認
識
し
た
連
絡
会
と

な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

就
労
移
行
支
援
事
業
所
と
し
て

利
用
者
を
就
職
に
送
り
出
す
ま
で

の
課
題
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
就

職
す
る
方
に
は
企
業
が
必
要
と
す

る
人
材
を
育
て
送
り
出
し
、
安
定

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
連
絡
会
に
な
り
ま
し
た
。



　

６
月
29
日
（
金
）

大
仙
市
せ
ん
ぼ
く
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
、大
仙
市
、

美
郷
町
地
区
の
障
害

者
雇
用
に
携
わ
る
関

係
機
関
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大

曲
の
指
導
官
を
は
じ

め
、
当
該
地
区
で
障

害
者
雇
用
を
実
施
さ

れ
て
い
る
事
業
所
様

や
職
場
実
習
を
お
引

き
受
け
い
た
だ
い
た

事
業
所
様
を
は
じ

め
、
就
労
系
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、

相
談
支
援
事
業
所
、

行
政
担
当
者
、
秋

田
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
、
特
別
支
援
学
校
と
、
そ

れ
ぞ
れ
個
々
の
連
携
は
あ
る
も

の
の
、
関
係
機
関
が
一
堂
に
介

し
て
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
の

で
き
る
有
意
義
な
連
絡
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
８
社
の
事
業
所
様

か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、
実
習

や
雇
用
を
通
し
て
み
え
て
き
た

課
題
や
、
成
功
例
、
支
援
者
に

求
め
た
い
こ
と
等
幅
広
く
ご
意

見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲
の
猪
本

英
亮
就
職
指
導
官
よ
り
、「
今
年

度
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
が
っ

た
背
景
に
は
、
精
神
障
害
者
の

方
の
就
職
、
求
職
の
実
績
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
地
域

に
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら

れ
る
。」
と
説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

初
め
て
障
害
者
雇
用
に
取
り

組
ま
れ
た
美
郷
町
の
光
学
機
械

器
具
・
レ
ン
ズ
製
造
業
の
株
式

会
社
斉
藤
光
学
製
作
所
社
長
室

齊
藤
大
樹
様
よ
り
「
自
社
で
ろ

過
設
備
の
管
理
業
務
で
実
際
に

作
業
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
作

業
面
で
は
問
題
な
い
と
判
断
し

た
。
現
在
は
担
当
部
署
で
十
分

に
成
果
を
だ
し
て
く
れ
て
い

る
。」
と
送
り
出
し
の
支
援
機
関

に
と
っ
て
、
大
変
う
れ
し
い
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
方
で
金
谷
商
事

株
式
会
社
大
曲
エ
ン
パ
イ
ヤ
ホ

テ
ル
取
締
役
総
務
部
長
髙
井
和

幸
様
か
ら
は
、「
会
社
で
確
認
し

に
く
い
、
本
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
な
時
間
の
過
ご
し
方
に
不
安

を
感
じ
る
時
が
あ
る
。
支
援
機

関
の
フ
ォ
ロ
ー
で
不
安
定
な
事

平成 30 年 9 月 15 日 （4）麓 ROKUGO郷第 40 号第 40 号麓 ROKUGO郷（3）平成 30 年 9 月 15 日

秋
田
県
南
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

＊地域の皆さんのご協力で、44,693,000円の収入がありました。    
  各事業所毎の給料は次の通りです。    

流動資産   
   
固定資産   
 基本財産  
 その他の固定資産   
   
   
   
   
   
   
   
資産の部合計

   

254,932,523

756,368,071
641,130,082
115,237,989

1,011,300,594

 

資　産　の　部

勘　定　科　目 決　　算　　額 勘　定　科　目 決　　算　　額

生活介護

生活介護　年2回

就労継続Ｂ型

生活介護　年2回

就労継続Ｂ型

生活介護

就労継続Ｂ型

 
事   業   所   名 29年度平均工賃（一人あたりの月額）事  業  種  別

流動負債   
   
固定負債   
   
負債の部合計 

基本金   
国庫補助金等特別積立金   
その他の積立金    
次期繰越活動増減差額   
うち当期活動増減差額    
純資産の部合計   
負債及び純資産の部合計 

34,549,088

12,233,878

46,782,966

1,000,000
178,226,181
40,200,000
745,091,447
91,370,475
964,517,628

負　債　の　部

純　資　産　の　部

サンワーク六郷

就労支援会計

サンあんぐる   

もくもく道場   

サンワーク大曲   

ウッディいのおか   

44,693,025
411,524,975
44,061,834

0
56,315

8,563,608
508,899,757
241,342,442
70,824,416
49,098,039
33,778,029
194,742

395,237,668
113,662,089
2,935,000
100,000
3,035,000
39,794,880
26,136,000
65,930,880

△ 62,895,880
0
0

2,641,374
2,641,374

△ 2,641,374
0

48,124,835

172,258,600
220,383,435

就労支援事業収入   
障害福祉サービス等事業収入   
その他の事業収入   
運営費収入   
受取利息配当金収入   
その他の収入   
  
人件費支出   
事業費支出   
事務費支出   
就労支援事業支出
その他の支出   
   
   
施設設備等補助金収入
固定資産売却収入   
  
固定資産取得支出
その他の施設整備等による支出   

   
積立資産取崩収入   
   
積立資産支出   
   
   

44,693,025
411,524,975
44,061,834

786,284
501,066,118
243,983,816
70,824,416
49,098,039
33,778,029

32,221,281
△ 12,082,855

417,822,726
83,243,392

56,315
7,777,324
7,833,639

194,742
7,638,897
90,882,289
2,935,000
100,000
3,035,000
2,546,814
2,546,814
488,186

91,370,475

91,370,475
653,720,972
745,091,447

745,091,447

就労支援事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の事業収益
運営費収益
経常経費寄附金収益
その他の収益

人件費   
事業費   
事務費   
就労支援事業費用   
利用者負担軽減額   
減価償却費   
国庫補助金等特別積立金取崩額   
徴収不能額   
その他の費用   

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益

支払利息

施設設備等補助金収益 
固定資産売却益

固定資産売却損・処分損

5,828円

3,168円

5,468円

5,380円

23,356円

3,009円

10,116円

■わたしたち、これだけ働きました！！

収入

支出

当期収支差額 就労支援事業

就 労 支 援
事 業 支 出

就労支援事業

就労支援事業
利用者給料

44,693,025 

 33,778,029 

11,023,198

10,914,996 

 

1,011,300,594

サービス活動収益計（1）

サービス活動費用計（2）
サービス活動増減差額（3）＝（1）-（2）

サービス活動外収益計（4）

サービス活動外費用計（5）
サービス活動外増減差額（6）＝（4）-（5）

経常増減差額（7）＝（3）+（6）

特別収益計（8）

特別費用計（9）
特別増減差額（10）＝（8）-（9）

税引前当期活動増減差額（11）＝（7）+（10）
法人税、住民税及び事業税（12）

法人税等調整額（13）
当期活動増減差額（14）＝（11）-（12）-（13）

前期繰越活動増減差額（15）
当期末繰越活動増減差額（16）＝（14）+（15）

基本金取崩額（17）
その他の積立金取崩額（18）
その他の積立金積立額（19）

次期繰越活動増減差額（20）＝（16）+（17）+（18）-（19）

事業活動収入計（1）

事業活動支出計（2）
事業活動資金収支差額（3）＝（1）-（2）

施設整備等収入計（4）

施設整備等支出計（5）
施設整備等資金収支差額（6）＝（4）-（5）

その他の活動収入計（7）

その他の活動支出計（8）
その他の活動資金収支差額（9）＝（7）-（8）

予備費支出（10）
当期資金収支差額合計（11）＝（3）+（6）+（9）-（10）

   
前期末支払資金残高（12）

当期末支払資金残高（11）+（12）

■貸 借 対 照 表（平成30年3月31日現在） 単位：円単位：円

■資金収支計算書
　（自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日 単位：円

■事業活動計算書
　（自）平成29年4月1日（至）平成30年3月31日 単位：円

平成29年度 決 算 報 告

単位：円

案
が
起
き
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
。」
と
ご
要
望
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
有
限
会
社
鷹
揚
館

川
口
整
骨
院
お
う
よ
う
か
ん
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
管
理
者
戸
堀
隆

様
か
ら
は
、「
障
害
特
性
に
よ
っ

て
は
、
あ
い
ま
い
な
指
示
出
し

で
本
人
が
困
る
こ
と
も
あ
る
。

指
示
の
出
し
方
を
工
夫
す
る
よ

　

平
成
30
年
７
月
27
日
（
金
）

就
労
移
行
支
援
事
業
所
・
定
着

支
援
事
業
所
連
絡
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

県
南
地
区
の
就
労
移
行
支
援

事
業
所
の
担
当
者
が
１
１
名
が

集
ま
り
、
情
報
交
換
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

テ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
リ
ー
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
の
勝
田
様
よ
り
「
一

般
企
業
へ
の
就
職
者
を
送
り
出

し
た
い
と
思
う
が
、
す
ぐ
に
送

り
出
せ
る
人
材
が
い
な
い
。」
と

送
り
出
し
の
難
し
さ
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

グ
リ
ー
ン
の
小
松
田
様
よ
り
「
精

神
障
害
者
の
受
け
入
れ
が
主
で

あ
る
た
め
、
体
調
不
良
に
よ
り

通
所
の
継
続
が
難
し
い
、
体
調

の
安
定
が
難
し
い
。」
と
い
っ
た

大仙・美郷地区障害者就労支援関係者連絡会を開催
平成30年度

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
一
般
就
労
に
結
び

つ
け
る
ま
で
の
関
係
機
関
と
の

関
わ
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

生
活
面
で
の
支
援
が
多
く
就
職

後
も
定
期
的
な
面
談
に
よ
っ
て

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
、

企
業
が
求
め
る
人
材
が
い
な
い

現
状
な
ど
の
声
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
県
南
地
域
の
障
害
者
・

就
業
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担

当
者
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
秋

田
県
南
障
害
者
就
業
・
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
嵯
峨
様
よ
り
「
就

職
後
の
支
援
や
相
談
に
つ
い
て
、

今
ま
で
関
わ
っ
て
き
て
い
た
だ

い
た
就
労
移
行
支
援
事
業
所
と

一
緒
に
支
援
を
行
こ
と
で
安
定

し
た
就
労
に
つ
な
が
る
。」
と
実

際
の
支
援
か
ら
見
え
る
現
状
に

就
労
移
行
支
援
事
業
所
・

          

定
着
支
援
事
業
所
連
絡
会
を
開
催

う
に
職
員
同
志
で
申
し
合
わ
せ
て

い
る
。」
と
現
場
で
の
作
業
指
導

の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

　

障
害
者
雇
用
の
実
践
に
は
不
安

も
多
く
、
決
し
て
容
易
い
こ
と
で

は
な
い
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
事
業

所
様
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
導

入
期
か
ら
安
定
し
た
就
労
継
続
ま

で
の
フ
ォ
ロ
ー
を
送
り
出
し
の
機

関
が
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
、
そ

の
時
々
の
課
題
に
マ
ッ
チ
し
た
支

援
機
関
が
対
応
す
る
こ
と
で
、
更

に
障
害
の
あ
る
方
の
働
く
場
面
が

増
え
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し
、

今
後
も
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
と
認
識
し
た
連
絡
会
と

な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

就
労
移
行
支
援
事
業
所
と
し
て

利
用
者
を
就
職
に
送
り
出
す
ま
で

の
課
題
を
共
有
し
、
こ
れ
か
ら
就

職
す
る
方
に
は
企
業
が
必
要
と
す

る
人
材
を
育
て
送
り
出
し
、
安
定

し
て
働
き
続
け
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
連
絡
会
に
な
り
ま
し
た
。



　

平
成
30
年
６
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
秋
田

支
部
の
横
岡
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
交

通
安
全
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
車
に

乗
る
時
の

シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
重
要
性

に
つ
い
て
の

講
習
と
、シ
ー

ト
ベ
ル
ト
衝

撃
体
験
を
実

施
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

日
頃
、
送

迎
の
み
な
ら

ず
、
活
動
で

も
必
要
不
可

欠
の
車
。
安

心
・
安
全
の

た
め
、
利
用

者
・
職
員
と

も
に
交
通
安

全
に
つ
い
て

理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平成 30 年 9 月 15 日 （2）麓 ROKUGO郷第 40 号第 40 号麓 ROKUGO郷（5） 平成 30 年 9 月 15 日

●
交
通
安
全
教
室

●
就
職
報
告
会

　

平
成
30
年
６
月
23
日
（
土
）
横
手
市

の
秋
田
ふ
る
さ
と
村
に
て
、
初
夏
の
パ

ン
祭
り
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

お
客
様
が
た
く
さ
ん
来
て
く
だ
さ
り
、

●
初
夏
の
パ
ン
祭
り

　

平
成
30
年
７
月
11
日
就
職
を
目
指
す

訓
練
生
を
対
象
に
、
県
南
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
様
を
お
招
き
し
、
清
掃
の
研
修
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

ほ
う
き
の
か
け
方
や
ち
り
と
り
の
使

い
方
な
ど
、
細
か
い
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
訓
練
で
も
練
習
を
重
ね
、
清
掃
の
ス

キ
ル
を
上
達
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

●
清
掃
指
導
研
修
会

　

サ
ン
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
横
手
か
ら
、
６

名
の
方
の
就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
就

職
報
告
会
で
は
、「
仕
事
に
早
く
慣
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
！
」
と
、
嬉
し
そ

う
な
表
情
で
抱
負
を
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。
中
に
は
、
大
変
だ
っ
た
訓
練
や

今
ま
で
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
涙
を

流
す
訓
練
生
も
い
ま
し
た
。
成
長
し
た

自
分
に
自
信
を
持
っ
て
、
毎
日
の
お
仕

事
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
!!

★
就
職
者

・
平
成
30
年
５
月
11
日
付
け

　
　

製
造
関
係         （
製
造
業
務
２
名
）

・
平
成
30
年
６
月
１
日
付
け

　
　

福
祉
関
係

（
清
掃
・
介
護
補
助
業
務
１
名
）

・
平
成
30
年
７
月
１
日
付
け

　
　

食
品
関
係

（
運
搬
・
仕
分
け
業
務
１
名
）

・
平
成
30
年
７
月
26
日
付
け

　
　

食
品
関
係  
（
食
品
梱
包
業
務
１
名
）

・
平
成
30
年
８
月
１
日
付
け

　
　

農
業
関
係      （
農
作
業
業
務
１
名
）

見
事
に
完
売
!!
お
会
計
も
緊
張
し
ま
し

た
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
販
売
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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役員・職員人事

事　務　局　だ　よ　り

【第三者委員】
　小　西　弘　蔵　　　0187-84-0025
　渋　谷　あさ子　　　0187-82-1952　
　佐　野　厚　子　　　0182-26-2035（新任）

【職員人事】
◆職員の退職
　高橋　孝志（平成30年5月31日付）サンワーク六郷
　高橋　莉理（平成30年7月31日付）サンあんぐる

おしらせ

　７月２０日（金）第１回運営協議会が開催されました。この協議会は法人の経営並びに障害福祉サー
ビス事業の適正な運営を図るために、地域の利用者、関係者からサービスの動向や意見等、事業推進
や活動の充実を図ることを目的に年に２回開催いたします。昨年度から開催している運営協議会です
が、委員の方からの意見がたくさん届けられ貴重な地域からの声となっております。	

　 7月19 日(木)北
上市和賀東地区民
生児童委員協議会
様１７名が法人の
視察に見えられま
した。　木曜日の
午後は事業所から歌の好き
な利用者さんが集まっての
合唱クラブの日。視察に来
られた民生委員の方にたく
さんの歌を披露しました。

　 7月26日(木)初任者研修「考えよう利用者の権
利」を開催しました。
　グループワークの中で、利用者の権利がどの
ように業務・支援として繋がっているかを考え
ました。権利を叶えてあげることができるのも
職員、また侵害しやすい立場にあるのも職員で
あることを改めて考える機会となりました。

◆第１回運営協議会

◆北上市から視察 ◆職員初任者研修平成 30年 9月発行　No.４０
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◆職員の採用
　佐藤このみ（平成30年5月21日付）美郷パン工房
　高階　桃華（平成30年5月21日付）美郷パン工房
　藤谷　優希（平成30年6月 1 日付）サンワーク六郷
　井上真理子（平成30年7月 1 日付）　サンワークの家
　後藤　文子（平成30年8月 1 日付））ウッディいのおか
　皆方　智子（平成30年8月 1 日付））ウッディいのおか

　この度は、ウッディいのおかでのボランティア活動の機会を与えて頂きま
して、誠にありがとうございました。緊張のあまりに至らなかった点ばかり
の私にサービス管理責任者の粕谷様はじめ、職員の皆様から温かくご指導頂
きましたことを心より御礼申し上げます。
　今回ボランティア活動へ参加させて頂いた動機に至りましては、来年の３月頃から就職活動が控えて
おりますが、未だに将来の進路先が明確に決まっておりません。そこで、大学の長期休暇を利用し、多
くの企業へ体験学習することで、自分が希望する職種がみつかるのではと考えました。また、平成２８
年３月に秋田県立六郷高等学校福祉科を卒業しており、介護福祉士資格を取得しておりますが、大学入
学後に福祉と接する機会が薄くなっておりました。せっかく取得した資格を活かすためにも、今回ボラ
ンティア活動の機会を頂いたことに大変感謝しております。
　ウッディいのおか、サービス管理責任者の粕谷様は同じ六郷高等学校福祉科の卒業生で社会人の一人
（先輩）として輝いている姿を拝見し自分との差を感じると共に、今後の課題を見つけることができま
した。
　私は、大学を卒業したら、秋田県の労働者の一人として地域社会へ貢献する事を第一に考えておりま
す。今回のボランティア活動は就職活動へ向けての一歩踏み出すことができた貴重な体験だったと思っ
ております。社会福祉法人慈泉会様には大変感謝しておりますし、受入れて頂いたウッディいのおかの
皆様には大変お世話になりました。是非ともまた長期休暇を利用してボランティア活動ができればと考
えており、その時が来ることを心より楽しみにしております。
　末筆ながら、貴社のますますのご発展をお祈り申し上げます。

ボランティア活動を終えて（平成30年８月６日～８月10日）
ノースアジア大学法学部観光学科３年　小田嶋  穂 波


